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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明 

当第３四半期のわが国経済は、世界経済の回復に伴う輸出の増加に加え、企業収益の改善から設

備投資が持ち直しており、企業部門主導の緩やかな回復が続きました。また、雇用・所得環境の改

善を受けて個人消費は底堅く推移しています。政治・地政学的リスクを背景に先行き不透明感は残

りますが、東京オリンピック関連需要による下支えや省力化投資の本格化などから、回復基調が続

く見通しです。 
愛媛県経済は、生産活動や個人消費の一部で弱さがみられましたが、全体としては持ち直しの動

きが続いており、全国同様、緩やかな回復が続くと期待されます。 

このような情勢のもと、当第３四半期連結累計期間における業績は、次のとおりとなりました。 

経常収益は、貸出金利息及び有価証券利息配当金の増加等により資金運用収益が増加したことに

加えて、株式等売却益の増加等によりその他経常収益が増加したことなどから、前年同期比 46 億

38 百万円増加して 912 億 33 百万円となりました。一方、経常費用は、貸倒引当金繰入額の増加等

によりその他経常費用が増加したことなどから、前年同期比 11 億 75 百万円増加して 601 億 53 百

万円となりました。この結果、経常利益は、前年同期比 34億 63百万円増加して 310億 80百万円、

親会社株主に帰属する四半期純利益は、前年同期比 27 億 84 百万円増加して 205 億 82 百万円とな

りました。 

 

（２）財政状態に関する説明 

譲渡性預金を含めた預金等は、前連結会計年度末比 333億円増加して５兆 4,706億円となりまし

た。 

貸出金は、前連結会計年度末比 1,381億円増加して４兆 1,595億円となりました。 

有価証券は、前連結会計年度末比 367億円増加して１兆 7,727億円となりました。 

純資産は、前連結会計年度末比 504億円増加して 6,595億円となりました。 

総資産は、前連結会計年度末比 2,773億円増加して７兆 1,265億円となりました。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

平成 29年５月 12日に公表いたしました通期の業績予想に変更はありません。 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

該当事項はありません。 

 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用） 

（税金費用の処理） 

連結子会社の税金費用は、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期

純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当

該見積実効税率を乗じることにより算定しております。 
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３．平成 30年３月期 第３四半期決算 説明資料 

（１）平成 30年３月期 第３四半期損益の概況【単体】 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

○主要計数・前年同期比
平成29年3月期 平成30年3月期 平成30年3月期

第3四半期 第3四半期 業績予想 進捗率

(9ヵ月間) (9ヵ月間) 前年同期比 増減率 （年間）

(A） (B） (B)-(A)

経常収益 73,419 77,106 3,687 5.0 100,000 77.1

コア業務粗利益 57,107 59,028 1,921 3.4

資金利益 52,186 53,433 1,247

役務取引等利益 4,126 5,009 883

うち預り資産収益 1,236 1,424 188

その他業務利益 794 585 △ 209

経費(△) 36,147 36,555 408 1.1

コア業務純益 20,959 22,472 1,513 7.2 27,000 83.2

信用コスト(△)①+②-③-④ △ 1,101 1,147 2,248

一般貸倒引当金繰入額（△）① -        △ 239 △ 239

不良債権処理額（△）② 69 1,796 1,727

貸倒引当金戻入益③ 705 -        △ 705

償却債権取立益④ 465 409 △ 56

有価証券関係損益 3,092 6,050 2,958

国債等債券関係損益 230 296 66

株式等関係損益 2,862 5,754 2,892

その他臨時損益 488 902 414

経常利益 25,642 28,278 2,636 10.3 32,500 87.0

特別損益 △ 623 △ 235 388

税引前 四半期純利益 25,018 28,042 3,024

法人税等+同調整額（△） 7,439 8,362 923

四半期（当期）純利益 17,578 19,680 2,102 12.0 22,000 89.5

（参考）平成29年3月期第3四半期は、貸倒引当金戻入益を計上しております。

　    なお、貸倒引当金戻入益を内訳別に区分した信用コストは以下のとおりです。
平成29年3月期 平成30年3月期

第3四半期 第3四半期

(9ヵ月間) (9ヵ月間) 前年同期比

(A） (B） (B)-(A)

信用コスト（△） △ 1,101 1,147 2,248

一般貸倒引当金繰入額（△） △ 1,189 △ 239 950

不良債権処理額（△） 553 1,796 1,243

　うち個別貸倒引当金繰入額（△） 483 1,736 1,253

償却債権取立益 465 409 △ 56

(単位:百万円、％)

 

コア業務純益（4～12 月の 9 ヵ月間）は、貸出金利息及び有価証券利息配当金の増加等により資金

利益が増加したことなどから、前年同期比 15 億円増加の 224 億円となりました。また、信用コスト

が増加したものの、有価証券関係損益等が増加したことから、経常利益は前年同期比 26 億円増加の

282 億円、四半期純利益は前年同期比 21億円増加の 196 億円となりました。 

平成 30 年 3 月期業績予想（年間）に対する進捗率は、コア業務純益（9 ヵ月間）83.2％、経常利

益（9 ヵ月間）87.0％、四半期純利益（9ヵ月間）89.5％となりました。 
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（２）預金等・貸出金の残高【単体】 

 

 

 

 

 

 

  

（単位：億円）     （参考）（単位：億円） 

 
29年12月末 

 
28年12月末  29年3月末 

 28年12月末比 

預金等（末残） （注1） 54,933 925 54,008  54,570 

 うち個人預金 34,209 327 33,882  33,546 

貸出金（末残） 41,828 1,756 40,072  40,433 

 うち中小企業等貸出金(注2) 31,041 1,279 29,762  29,937 

  個人向け貸出金 10,142 314 9,828  9,949 

   うち住宅ローン 7,376 191 7,185  7,237 

 
（単位：億円）    （参考）（単位：億円） 

 
29年12月末 

 
28年12月末  29年3月末 

 28年12月末比 

信用保証協会保証付貸出金 872 △ 122 994  965 
 

（注）１．預金等は、預金及び譲渡性預金の合計であります。 

   ２．中小企業等貸出金とは、中小企業及び個人向け貸出金であります。 

 

 

（３）預り資産の残高 

 

 

 

 

 

（単位：億円）    （参考）（単位：億円） 

 

29年12月末 
 

28年12月末  29年3月末 
 28年12月末比 

伊予銀行預り資産残高 3,434 127 3,307  3,320 

 

投資信託 778 △ 104 882  850 

保険 2,048 149 1,899  1,914 

国債 249 △ 44 293  271 

 金融商品仲介 357 125 232  

 

 

 

 

282 

いよぎん証券預り資産残高 2,047 470 1,577  1,637 

伊予銀行グループ合計 5,482 598 4,884  4,958 

      

      

預金等残高は平成 28年 12 月末比 925 億円増加（増加率 1.7％）、貸出金残高は平成 28 年

12 月末比 1,756 億円増加（増加率 4.4％）しております。 

 

伊予銀行グループの預り資産残高は、平成 28年 12 月末比 598 億円増加の 5,482 億円とな

りました。 
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（４）有価証券の評価損益【単体】 

 

 

 

 

 

（単位：億円）    （参考）     （単位：億円） 

 

29 年 12 月末 29 年 9 月末  29 年 3月末 

時価 評価損益   時価 評価損益   時価 評価損益  
    

         

 29 年 9

月末比 
評価益 評価損 

  
評価益 評価損    評価益 評価損 

その他有価

証券 
17,504 2,608 261 2,647 39 17,119 2,347 2,392 45  17,210 2,184 2,237 53 

  株式 3,106 2,196 253 2,202 6 2,861 1,943 1,949 6  2,690 1,739 1,746 6 

  債券 9,826 263 － 270 7 9,876 263 275 11  10,028 311 321 10 

  その他 4,571 149 8 174 25 4,380 141 168 26  4,492 134 170 35 

（注）１．「その他有価証券」については、時価評価しておりますので、評価損益は貸借対照表価額と取得価額との差額を計上して

おります。 

２．満期保有目的の債券はありません。 

 

 

 

（注）金銭の信託に係る評価損益を除く。 

 

 

 

平成 29 年 12 月末の有価証券の評価損益は、2,608億円と地銀トップクラスの水準を確保して

おります。 

有価証券評価益（単体）の推移

1,830億円

2,177億円 2,184億円
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2,347億円

2,617億円

14,827円

16,758円

18,909円

20,356円

22,764円

19,206円
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（５）金融再生法ベースの開示不良債権【単体】 

 

 

 

 

 

 

                                                                  （単位：億円）     （参考）（単位：億円） 

 29年12月末 
 

29年9月末 
 

29年3月末 
29年9月末比  

破産更生債権及び 
これらに準ずる債権 26 △ 6 32  44 

危険債権 391 △ 8 399  398 

要管理債権 190 △ 13 203  181 

合 計 608 △ 26 634  624 

      

開示不良債権比率 1.38％ △ 0.09p 1.47％  1.48％ 

 

 

 
 
 

金融再生法ベースの開示不良債権は 608 億円、開示不良債権比率は 1.38％と引き続き

低水準を維持しております。 

開示不良債権額･比率推移

0
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1.38％ 
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（６）自己資本比率（国際統一基準） 

 

 

 

 

 

 

【単体】                                     （単位：億円） 

 29 年 12 月末 

 

 
29 年 9 月末 

［速報値］ 29年 9月末比 

（1）単体総自己資本比率（（4）/（7）） 14.83%  0.25% 14.58% 

（2）単体Ｔｉｅｒ１比率（（5）/（7）） 14.24% 0.19% 14.05% 

（3）単体普通株式等Ｔｉｅｒ１比率（（6）/（7）） 14.24% 0.19% 14.05% 

（4）単体における総自己資本の額 5,662  268 5,394 

（5）単体におけるＴｉｅｒ１資本の額 5,436 238 5,198 

（6）単体における普通株式等Ｔｉｅｒ１資本の額 5,436 238 5,198 

（7）リスク・アセットの額 38,178  1,184 36,994 

（8）単体総所要自己資本額（（7）×8％） 3,054 95 

 

2,959 
 
 
 

【連結】                                     （単位：億円） 

 29 年 12 月末  
29 年 9 月末 

［速報値］ 29年9月末比 

（1）連結総自己資本比率（（4）/（7）） 15.09%  0.25% 14.84% 

（2）連結Ｔｉｅｒ１比率（（5）/（7）） 14.45% 0.19% 14.26% 

（3）連結普通株式等Ｔｉｅｒ１比率（（6）/（7）） 14.45% 0.19% 14.26% 

（4）連結における総自己資本の額 5,864  285 5,579 

（5）連結におけるＴｉｅｒ１資本の額 5,614 253 5,361 

（6）連結における普通株式等Ｔｉｅｒ１資本の額 5,614 253 5,361 

（7）リスク・アセットの額 38,846 1,265 37,581 

（8）連結総所要自己資本額（（7）×8％） 3,107 101 3,006 
（注）  信用リスク・アセットの算出においては基礎的内部格付手法、オペレーショナル・リスク相当額の算出においては

粗利益配分手法を採用しております。 

平成 29 年 12 月末の連結総自己資本比率は 15.09％、連結普通株式等 Tier１比率は 14.45％

となりました。 
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